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第４学年２組 総合的な学習の時間学習指導案 

指導者 松永 庸助 

 

１．単元名 「ふれあい大蔵大作戦Ⅱ」 ～ お年寄りとよりよく関わろう ～ 

 

２．単元について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．目指す子ども像 

 

 

 

 

 

４．単元目標と評価規準 

 目  標 評 価 規 準 

問題解決への 

関心・意欲・態度 

○ 高齢者や高齢者を支える人々の働きや思いや

願いなどを進んで調べ、表現しようとする。 

 

○ 高齢者の方々に対して自分のできることを考

え、進んで実践しようとする。 

ア 高齢者や高齢者を支える人々の働きや思いや願

いなどを進んで調べ，表現しようとしている。 

（行動観察・ワークシート）  

イ 高齢者の思いや願いを進んで調べたり、その思

いに応えたりしようとしている。 

（行動観察・発言分析） 

 

○ 本学級の児童は，第１学年の生活科の学習で，地

域の高齢者の方々に昔の遊びを教えてもらったり，

第３学年の社会科の学習では，七輪の使い方を教え

てもらったりしている。また，第 4学年の社会科の

学習「安全なくらしとまちづくり」では，地域の高

齢者の方々が自分たちの命を守ってくれているこ

とを改めて知った。さらに，これまでの総合的な学

習の時間の学習では，気付いたことや考えたことな

どを関係付けたり，比較したりして，大蔵のまちの

自慢について考えることができた。 

  しかし，大蔵の自慢は，建物や行事が中心で，そ

こに住む人へと目を向けることができていない。さ

らに，地域の特徴である高齢者と自分とをつなげて

考えたり，日常的に高齢者の方と関わっていこうと

いう気持ちをもったりするまでには至っていない。 

○ 第 1単元「ふれあい大蔵大作戦Ⅰ」では，体験活

動や取材活動を通して，高齢者の思いや願いなどの

実態調査を行った。それを通して，交流活動が自分

たちにできることであることに気付いている。 

児童の実態（児童観） 

 

◆ 大蔵に住む高齢者の思いに答え、自分たちにできることを考える活動を通して、自分たちにできる活動を実践していく

ことができるようにする。 

◆ 自分たちができることを実践していく一つ一つの過程において探究のプロセスを位置付けることで、総合的な学習の時

間における学び方を身に付けることができるようにする。 

◆ 自己の学びを学び合いの場で進んで生かすために、ポートフォリオを効果的に活用する。 

◆ 思考ツールを効果的に活用し，一人一人に自分なりの考えをもたせるとともに，学び合いや生かし合いができるように

し，探究的な学び方を一層充実させる。 

◆ 各教科・領域での学習を生かし，手段・場・方法を工夫した伝え合い発信する場を単元の中に位置付ける。 

方策･方法（方法観） 

○ 自ら課題を持ち，課題意識を連続発展しながら協同してよりよく問題を解決しようとする子ども 

◎ 問題解決や探究活動に主体的に取り組み，高齢者の問題を，比較・関連・統合させながら考える子ども。 

○ 相手や目的を意識して，自分たちにできることを考え，実践しようとする子ども。 

○ 大蔵のまちの一員として、地域の方々とよりよくかかわろうとする子ども 

 

○ 本単元では，自分たちにできるよりよい交流の仕方

を見つけるために，高齢者福祉施設の利用者や職員へ

のインタビューや体験活動を通して，相手の立場に立

った考え方をできるようにするとともに，お年寄りに

対する見方を変えることを狙いとしている。また，課

題に沿って繰り返し触れ合ったり，インタビューした

りして，友達と協力して課題を解決することができる

力の育成もねらっている。これらの学びは，５年生「環

境」，６年生「まちづくり」の学習課題にもつながる

ものである。 

○ 言語活動や教科等との関連の視点からは，学習した

話し合いの仕方やインタビューの仕方等を総合的な

学習の時間で活用するといった関連を図る。また，道

徳や特別活動は，総合的な学習の時間を補完するもの

として位置付ける。これらのことにより，各教科等で

の学びが総合的な学習の時間で活用されたり，総合的

な学習の時間での学びが各教科等の理解の深まりに

つながったりする等して学習がより充実していくこ

とをねらっている。 

教材の価値（教材観） 



2 

 

学び方や 

問題解決の力 

○ 課題にそって見学・調査したり、インタビュ

ーしたりして友だちと協力して問題を解決する

ことができる。 

 

○ 調べて分かったことを話し合い，大蔵に住む

高齢者やその高齢者にできることについて，比

較・関連・統合させながら，思考を深めていく

ことができる。 

ア 交流の内容について考える活動では、現状の問

題点を考えたり、より良くする方法を考えたりし

ながら，課題解決や探究活動に主体的に取り組む

ことができている。  （発言内容・行動観察） 

イ 調べて分かったことを話し合い，大蔵に住む高

齢者やその高齢者にできることについて思考ツー

ルなどを用いて，比較・関連・統合させながら，

思考を深めていくことができている。 

（発言分析・行動観察） 

考える力 

・表現力 

○ 交流する相手や目的を意識して，伝えたいこ

とを自分の言葉で伝えることができる。 

 

 

○ 交流を通して高齢者と心が通じ合う喜びを感

じたり、問題点に気付き、その問題を解決する

方法を考えたりすることができる。 

 

ア 高齢者との交流では，これまでに調べたお年よ

りカードや関わる相手を意識して，関わり方を考

え、工夫することができている。 

（発言分析・行動観察） 

イ 交流活動を通して、高齢者が喜んでくれること

を考え、実践したり、高齢者の立場に立ってその

思いや願いに応えるための方法を考えたりするこ

とができている。  （発言分析・ワークシート） 

自分への 

気付きと 

生き方 

○ 課題に対する自分の考えを結論付け，学習成

果を自己評価できる。 

 

○ 大蔵のまちの一員として、地域の方々とより

よくかかわろうとする。 

ア 課題に対する自分の考えを結論付け，学習成果

を自己評価することができている。 

             （発言内容・行動観察） 

イ 大蔵の町に住む高齢者の方を大切にしようとす

る意識をもち、その高齢者が住む大蔵の町とより

良く関わろうとしている。 

(ワークシート・行動観察） 

 

 

５．学習指導計画（総時数１８時間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １ 交流の準備をする。① 

 ２ 交流する。③ 

第三次 ぼくたちにできること（４） 

 

 

 １ 計画をたてる。① 

 ２ 年長者の里での調査活動。④ 

 

 

 

 

 

 ３ インタビューしたことをまとめる。① 

 ４ 調べたことをもとに、交流計画をたてる。①・・・（本時） 

第二次 よりよい関わり方を調べよう。（７） 

 

 １ 交流の計画をする。① 

 ２ 交流する。② 

 ３ 交流を振り返り、上手くいった部分とうまくいかなかった部分を整理し交流計画をたてる。① 

 ４ 交流する。② 

 ５ 交流を振り返り、上手くいった部分とうまくいかなかった部分を整理する。① 

お年寄りの方へのより良い関わり方はないのかな。 

学習問題 

第一次 高齢者と交流しよう（７） 

職員へのインタビュー（４） 

① 準備 

② インタビュー活動 

③ まとめ 

お年寄りへのインタビュー（４） 

① 準備 

② インタビュー活動 

③ まとめ 
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６．本時の学習 平成 29年 10月 20日（金曜日）   ５校時 於：4年 2組教室 

（１）主眼 

○ これまでの活動をふり返り、お年寄りの思いに寄り添った交流の仕方を検討する活動を通して、お年

寄りとのより良い交流の計画をたてることができるようにする。 

 

（２）展開 

主な学習活動 支援･指導上の留意点（評価規準・評価方法） 他教科等との関連 

１．本時のめあてを

確認する。 

 

 

２．これまでの交流

会を振り返り、各

グループで調べた

ことを発表する。 

(1) これまでの交

流の成果と課題を

発表する。 

 

 

 

(2) お年寄りがし

たい活動はどんな

活動かについての

調査結果を発表す

る。 

 

 

 

(3) 施設の方がし

てもらいたい活動

についての調査結

果を発表する。 

 

 

 

 

 

３．各項目をもとに

して、交流の仕方

を考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 本時学習のめあてを確認することができるようにする

ために，学びの足あとを振り返る。 

 

 

○ より充実した交流会にする意欲を高めることができる

ようにするために、携わる方々の思いにこたえる必要があ

ることをおさえる。 

 

○ 次回の交流をよりよいものにするために、これまでの交

流の成果と課題を発表する。 

 

 

 

 

○ お年寄りの思いに沿った交流活動を考えることができ

るようにするために、お年寄りの方がしたい交流活動やそ

の行い方の調査結果を発表する。 

 

 

 

 

 

○ 施設の方の思いに沿った交流活動を考えることができ

るようにするために、施設の方が今まで行っている交流プ

ログラムや行おうと考えている交流プログラムについて発

表する。 

 

 

 

 

 

○ それぞれの思いにこたえた交流プログラムができるよ

うにするために、発表された項目を根拠としたプログラム

を提案したり、行い方を工夫したプログラムを発表したり

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４年 国語（9月） 

「だれもが関わり

合えるように」 

【身に付けた知恵や技】 

・ 調べたことを

整理して発表す

る 

めあて  第３回のふれあい交流会の計画を立てよう。 

折り紙とかは、難しそうだったなぁ 

４年 道徳（10月） 

「目をかくしてみ

て」 

（新版いのち ４

～６年生版） 

【身に付けた知恵や技】 

・ 相手の立場に

立って考えるこ

と 
歌を歌ったら、喜んでもらえたよね 

＜お年寄りの思い＞ 

○ もっと子どもたちと

関わる活動がしたい！ 

○ 外に出て歩きたい！ 

 もっと私たちと

交流したいという

ことでした。 

＜施設の方の思い＞ 

○ もっと笑顔で活動し

てもらいたい。 

○ ひざをついて同じ目

線で話してほしい。 

 お年寄りが笑顔

になってほしいと

いうことでした。 

 施設の方もお年寄りも、「もっと交流したい」

っていっていたので、交流の回数を増やしてい

けたらいいんじゃないかな？ 

 施設の方は、手を使った活動がいいって言って

たから、折り紙とかいいと思うんだけど、お年寄

りは、よく見えないって言ってたなぁ？ 
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４．本時の内容を振

り返り、次時の学

習について確認す

る。 

○ 子どもの考えた内容が可能かどうかを判断したり、アド

バイスを貰ったりすることができるようにするために、年

長者の里の職員の方に GT としてアドバイザーをしていた

だく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 交流への意欲を高めることができるようにするために、

次時の活動の準備を行っていくことを伝える。 

○ 本時の学習でできるようになったことや初めて知った

ことをまとめることができるようにするために、振り返り

シートに自己評価をし、振り返りを行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学び方や問題解決の力】 

 取組をまとめたり，よりよいものにするために、再検討したりす

ることができている。          （発言内容・行動観察） 

板書 

＜お年寄りの思い＞   【交流会の内容】 

○ 

○ 

● 

● 

＜施設の方の思い＞ 

○      あ 

●      あ 

＜成果と課題＞ 

○ 


